












(An ecological study on regeneration and coexistence of 
Scaphium species) 










るc このうち本研究では同所的に出現した3種:フネミノキ (S.mαcropodum(Mip.) Beumee)，ボルネ

































るが，本研究ではイ ンドネシア間同カリ マンタン州及びマレーシア連邦サラワク州に産する， フネミノキ
(Scα:phiwηmαcopodum (Mip.) Beumee)，ボルネオフネ ミノキ(8.borneense (Merr.) Kosterrn.). 
ナガ、ヱフネ ミノキ (8.longipetiolatum (Kosterm.) Kosterm.)が主要研究対象として取り扱われた。
本研究の前半部分は，フネミノキの生活史を飯ったものであるの開花に始まり，種子成熟，種子散布，
種子発芽と実tl.:の誕生，実生の正残と定着，実生から棒立ち稚樹を経て成熟木へ至る，一連の生活史が，
実割1)データを基に解析され，その全容が明らかにされた。その結果，フネ ミノキはギャップ更新する典型
的な熱帯雨.林君!の極相陽樹であることが解明された。また，このようなフネ ミノキの性質は，他のフネ ミ
ノキ樹木にも共通する性質であることが示唆されたの
研究の後半部分では，本学が中心となって設定された，世界最大の52ha大面積調査区を利用して， 3種
の住み場所とユッチの分割の問題が解析された。その結果， 3種は土壌及び地形に従って，その住み場所
を分けていることが明らかにされた。この結果は.熱帯雨林におけるユッチ説の妥当性を数値デ}タを用
いて初めて実証したもので‘あり群集の種多様性説明仮説としての群集平衡仮説を支持するものである。
以上の成果は，熱帯雨林の構造と種の多;僚性の研究に新たな知見を与え熱帯生物資源の保全と利用に
も貢献するもので，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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